


















































































































































    平成 15年度 平成 16年度 平成 17年度 平成 18年度 平成 19年度 
1 長崎 687 41% 700 41% 772 45% 728 43% 683 41% 
2 福岡 347 20% 350 20% 319 19% 345 20% 338 20% 
3 佐賀 122 7% 111 6% 113 7% 125 7% 139 8% 
4 大分 69 4% 85 5% 88 5% 93 5% 74 4% 
5 熊本 87 5% 95 6% 88 5% 80 5% 69 4% 
6 鹿児島 51 3% 49 3% 61 4% 60 4% 62 4% 
7 宮崎 64 4% 65 4% 45 3% 48 3% 54 3% 
8 沖縄 10 1% 21 1% 16 1% 21 1% 21 1% 
9 山口 61 4% 46 3% 50 3% 32 2% 42 3% 
10 広島 25 1% 25 1% 14 1% 19 1% 26 2% 
11 岡山 13 1% 10 1% 12 1%         
12 島根     11 1% 10 1%         
13 愛媛 17 1% 16 1% 13 1% 14 1% 13 1% 
14 兵庫 21 1% 21 1% 12 1% 16 1% 20 1% 
15 大阪 10 1% 14 1%             
16 愛知 20 1% 16 1% 10 1% 16 1% 14 1% 
17 静岡 10 1%                 
18 神奈川                 11 1% 
19 東京     12 1%             
  合計 1,693 100% 1,723 100% 1,710 100% 1,699 100% 1,676 100% 
長崎大学，『２００４～２００８長崎大学案内』より作成した。 




























































































































表３ 平成 14～19年度における高校訪問数（延べ数） 
九州地方 中国地方 四国地方 
 a) b) c)  a) b) c)  a) b) c) 
長崎 38 5  広島 11  1 愛媛 11   
福岡 32 1  山口 11       
大分 27 2 1 島根 6       
佐賀 20  3         
熊本 19  3         
鹿児島 19 1 1         
宮崎 18           
沖縄 10           
計 183 9 8   28   1   11     











 表２ 平成 15～19年度における講演会ほかでの高校訪問 
 



















































































































































































２）平成 20 年３月 31 日まで在職，4月１日
以降は長崎大学教育学部非常勤講師 
 
参考文献 
大作勝（2007/12/25）．「人口減尐時代の大学
経営」『ニューズレター』長崎大学アドミ
ッションセンター，No.13, 3-4. 
大作勝（2008）．「大学教員の高校訪問は入試
広報とどのように結びつくか」『全国大学
入学者選抜研究連絡協議会，第３回大会
研究発表予稿集』，121-126. 
長崎大学アドミッションセンター（2008）． 
『アドミッションセンター年報』第４号． 
文部科学省（2008）．「学校基本調査」
(http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei
/001/index01.htm, 2008/8/20).
 
 7 
 
